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テレビは2011年7月に 
　アナログ放送からデジタル放送に 
　　　完全移行されます 

2広報せきかわ　2009・５月号 

((( 特集 )))　地デジ 
　
最
近
よ
く
聞
く
「
地
デ
ジ
」
―
。 

「
地
デ
ジ
」
と
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
こ
と
で
、
関

川
村
で
も
昨
年
十
一
月
か
ら
湯
沢
山
の
関
川
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
が
開

局
し
、
村
内
の
一
部
地
域
で
視
聴
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
放
送
さ
れ
て
い
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
二
〇
一
一
年
（
平
成

二
十
三
年
）
七
月
二
十
四
日
に
終
了
し
、
テ
レ
ビ
放
送
は
す
べ
て
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
切
り
替
わ
り
、
映
像
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
し
ま
す
。 

「
う
ち
は
今
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
ま
ま
で
い
い
よ
…
」 

と
こ
ろ
が
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
国
策
な
の

で
す
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
今
月
号
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

テレビは2011年7月に 
　アナログ放送からデジタル放送に 
　　　完全移行されます 

２～６ページに掲載 
地上デジタルテレビジョン放送 
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((( １ ))) 
概要 

レ
ビ
放
送
は
一
九
五
三

年
の
放
送
か
ら
半
世
紀
、

モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー 

へ
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

と
飛
躍
的
な
進
化
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。 

　
地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
目
的
は
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
高

度
化
。
国
が
定
め
る
Ｉ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
戦
略
に
基
づ
い
た 

「
家
庭
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
」

と
「
周
波
数
の
有
効
活
用
」
が
大

き
な
ね
ら
い
で
す
。 

　
国
内
に
約
五
千
万
台
と
も
い
わ

れ
る
テ
レ
ビ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
世

帯
に
普
及
し
た
国
民
に
最
も
身
近

な
メ
デ
ィ
ア
。
こ
の
テ
レ
ビ
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
Ｉ
Ｔ
基
盤

を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
誰
も
が
簡
単
な
操
作
で

情
報
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
電
波
の
有
効
活
用
も
理

由
の
ひ
と
つ
。
電
波
は
無
限
に
使

え
る
よ
う
で
す
が
、
放
送
や
通
信

に
使
え
る
の
は
、
あ
る
一
定
の
周

波
数
だ
け
で
す
。
携
帯
電
話
が
一

億
台
を
超
え
た
日
本
の
電
波
事
情

は
、
も
は
や
少
し
の
す
き
ま
も
な

い
ほ
ど
過
密
に
な
っ
て
い
て
、
ア

ナ
ロ
グ
放
送
の
ま
ま
で
は
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
足
り
な
い
状
況
で
す
。 

　
地
上
テ
レ
ビ
放
送
に
は
、
Ｖ
Ｈ

Ｆ
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
50
チ

ャ
ン
ネ
ル
、
計
62
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

電
波
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
す
れ
ば
40
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
が
可
能
。
つ
ま

り
残
っ
た
22
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
テ
レ

ビ
以
外
の
放
送
や
通
信
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、

映
像
や
音
声
な
ど
が
デ

ジ
タ
ル
信
号
に
変
わ
る 

だ
け
で
な
く
、
放
送
の
概
念
を
大

き
く
変
え
ま
し
た
。 

　
信
号
の
強
弱
で
情
報
を
表
現
す

る
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
過
密
化
す

る
電
波
環
境
や
多
様
化
、
高
度
化

す
る
番
組
へ
の
対
応
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
符
号
化

し
た
信
号
の
組
み
合
わ
せ
で
情
報

を
表
現
す
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
妨

害
に
強
く
、
情
報
の
圧
縮
や
多
重

化
な
ど
が
容
易
に
で
き
る
た
め
、

▽
高
画
質
の
映
像 

▽
高
音
質
の
音
声 

▽
番
組
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化 

▽
デ
ー
タ
放
送 

な
ど
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。 

　
た
と
え
ば
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

周
波
数
で
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が

で
き
た
り
、
標
準
画
質
で
あ
れ
ば
、

２
・
３
番
組
を
同
時
に
放
送
で
き

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

テ 

地 

地上テレビ放送のチャンネル移行 

ＶＨＦ 
1～12ch

ＵＨＦ 
13～62ch

テレビ以外の 
放送と通信 
1～12ch

地デジ 
13～52ch

通信 
53～62ch

　ＩＴ時代、高度情報通信ネットワーク社会の実現を
目指して策定された「e-JAPAN戦略」。その重点施
策の一つが「地上波のデジタル化」です。ＩＴ化が進み、
情報格差が大きくなる中、家庭のテレビをＩＴ基盤と
することで誰でも簡単な操作で必要な情報にアクセス
できることを目指しています。 

Point 
1 テレビを軸にＩＴ化 

　地上テレビ放送のデジタル化により、高画質・高音
質など、高度で多彩なサービスを展開できます。また、
携帯電話など新しい通信機器の出現によって、現在の
周波数環境は過密した状況にあります。デジタル化す
れば、現在のアナログ放送で利用している周波数帯の
約３分の１を空けることができ、他の通信サービスの
さらなる有効活用が図れます。 

Point 
2 周波数環境が過密化 

　2001年の電波法改正で、アナログ周波数変更対策に
国費を充てることになりました。その要件として、ア
ナログ放送による周波数の使用を10年以内に停止する
ことが決まりました。これを踏まえ作成された「放送
用周波数使用計画（チャンネルプラン）」において、
使用期限を公示の日（2001年7月25日）から起算して
10年目の2011年7月24日と規定されました。 

Point 
3 アナログ放送が終了 

　地デジの最大の魅力は高画質・高音質。デジタルな
らではのハイビジョン放送により、従来の放送にはな
かった臨場感を体感できるほか、ＣＤ並の高音質で、
迫力あるサラウンド放送を楽しむことができます。さ
らにアナログ放送は、見る楽しみだけでしたが、地デ
ジは双方向のサービスを実現。クイズ番組に参加した
りショッピングを楽しんだり、使って楽しめるテレビ
へと変わります。 

Point 
4 見るから使うテレビへ 

デジタル化の流れ 

放送から半世紀 
テレビ放送はここまで進化 




